
日本の葬送ビジネスが
抱える問題と課題 
(2025年)

https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI

葬送ビジネスの主要な問題点 
(00:00:12) https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=12

料金の不透明さ (00:00:21)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=21

葬儀の料金体系が複雑で、見積もり後に追加費
用が発生するケースが多い。

オプションの追加やランクアップが知らないう
ちに行われることがある。

飲食費や返礼品などの費用が積み重なり、最初
の見積もりから大幅に増加する。

公伝返しやお布施など、予測しにくい費用が発
生する。

ネット紹介業者とブローカーの問題 (00:00:28)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=28

紹介業者が手数料として30%を超える割合を取
ることが多い。

紹介業者の影響で、葬儀費用が不必要に高騰す
るケースがある。

ランクアップが許可されることで、葬儀費用が
さらに増加する。

紹介業者の依存が葬儀業界全体の利益率を圧迫
している。

激安プランの急増 (00:00:42)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=42

10万円以下の激安プランが増加し、葬儀業界の
収益構造に影響を与えている。

圧縮ダンボール製の棺など、低コストの素材が
使用されるケースが多い。

激安プランの普及により、葬儀屋が利益を確保
するために不正行為を行うリスクが高まる。

ネットブローカーの影響で、激安プランがさら
に拡大している。

人手不足と過酷な労働環境 (00:00:52)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=52

葬儀業界では夜勤が多く、労働環境が過酷であ
る。

多くの葬儀屋が個人事業主を雇用することで、
社会保険の負担を回避している。

離職職率が高く、新しい人材が定着しにくい状
況が続いている。

分業化が進む一方で、引き継ぎや情報共有が不
十分なケースが多い。

デジタル化の遅れとその影響 
(00:01:03) https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=63

デジタル化の遅れ (00:01:09)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=69

見積もりや契約書が紙ベースで行われることが
多く、効率が悪い。

デジタル化が進んでいないため、口頭でのやり
取りが主流となり、トラブルが発生しやすい。

デジタルツールを活用した効率化が進んでいな
い。

顧客とのやり取りにおいて、LINEなどのデジタ
ルツールが一部で活用されているが、全体的に
は普及していない。

デジタル化の利点と課題 (00:01:15)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=75

デジタル化により、見積もりや契約内容の透明
性が向上する可能性がある。

コールセンターの録音機能など、トラブル防止
のためのデジタルツールの活用が必要。

デジタル化が進むことで、業務効率が向上し、
労働環境の改善が期待される。

一方で、アナログの方が効率的な業務も存在
し、全てをデジタル化することが必ずしも最適
ではない。

無縁仏とお一人様の増加 (00:01:22)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=82

無縁仏の問題 (00:01:28)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=88

身寄りのない高齢者が増加し、無縁仏の問題が
深刻化している。

横須賀市など一部の自治体では、無縁仏の問題
に積極的に取り組んでいる。

無縁仏の管理や処理に多額の費用がかかってい
る。

登録制や意思表示の仕組みを導入することで、
無縁仏の問題を軽減する取り組みが進められて
いる。

お一人様の増加 (00:01:35)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=95

高齢化に伴い、家族や親族がいない「お一人
様」が増加している。

老老介護や高齢者同士の支援が必要なケースが
増えている。

女性は配偶者や両親の介護を担うことが多く、
負担が大きい。

お一人様が増えることで、葬儀や遺骨の管理が
課題となっている。

仮想場の混雑と地域格差 (00:02:22)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=142

仮想場の混雑 (00:02:26)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=146

高齢化に伴い、仮想場の需要が急増している。

仮想場の建設には住民の反対が多く、新設が難
しい状況が続いている。

仮想場の炉の数が不足しており、待ち時間が長
くなるケースが多い。

年末年始や特定の時期には、仮想場の混雑がさ
らに深刻化する。

地域格差 (00:02:33)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=153

地域によって仮想場の利用状況や料金に大きな
差がある。

都市部では仮想場の混雑が激しく、地方では比
較的空いている場合が多い。

市外の仮想場を利用する場合、追加料金が発生
することがある。

公共施設としての仮想場の役割が問われてい
る。

古い法律と新しい埋葬ニーズのズレ 
(00:02:40) https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=160

墓地埋葬法の問題 (00:02:46)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=166

墓地埋葬法が1948年に制定されたもので、現代
のニーズに対応していない。

産骨や地木草など、新しい埋葬方法が法律で考
慮されていない。

埋葬や移転の手続きが煩雑で、デジタル化が進
んでいない。

法律の改訂が進まないことで、埋葬に関するト
ラブルが増加している。

新しい埋葬ニーズへの対応 (00:02:51)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=171

継承者がいないお墓や無縁仏の増加に対応する
必要がある。

海洋産骨や樹木葬など、環境に配慮した埋葬方
法の需要が高まっている。

墓地の運営や管理において、自治体や民間の役
割が問われている。

新しい埋葬方法に対応するための法律や規制の
整備が必要。

環境負荷への対応 (00:02:56)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=176

火葬による環境負荷 (00:02:59)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=179

火葬は二酸化炭素の排出量が多く、環境負荷が
高いとされている。

火葬1回あたりのCO2排出量が自動車の年間排
出量に匹敵するというデータもある。

環境に配慮した火葬技術の導入が求められてい
る。

火葬以外の埋葬方法の普及が課題となってい
る。

新しい技術の導入 (00:03:04)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=184

アルカリ化水分解法（レゾメーション）など、
新しい技術が注目されている。

アルカリ化水分解法は、遺体を溶かして骨だけ
を残す方法で、環境負荷が低いとされる。

日本ではまだ普及していないが、海外では一部
で導入が進んでいる。

新しい技術を導入するための法整備や社会的受
容が必要。

火葬の効率化と環境負荷 (01:00:00)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=3600

火葬のプロセスと効率化 (01:00:00)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=3600

日本の火葬場は効率的に運営されており、1〜2
時間でお骨上げが可能。

新しい火葬炉には急速冷却システムが導入され
ている。

火葬場のスタッフが、遺体や副葬品を適切に処
理し、効率的な火葬を実現。

環境への影響とエネルギー消費 (01:02:05)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=3725

火葬は大量の二酸化炭素を排出し、環境負荷が
高い。

一人の火葬で、一般家庭の車の2年分の二酸化
炭素を排出。

電気や重油を使用した火葬が主流だが、化石燃
料依存が問題。

代替エネルギーと技術の可能性 (01:03:24)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=3804

小型原子炉（SMR）の導入は反対が多く、現実
的ではない。

原子力発電の効率性は高いが、社会的な受け入
れが難しい。

環境負荷を低減するための新技術の開発が求め
られる。

葬儀業界の環境負荷と代替手段 
(01:04:37) https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=3877

ドライアイスの使用とその問題点 (01:05:29)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=3929

ドライアイスは二酸化炭素を多く排出し、環境
負荷が高い。

保管や製造に多くのエネルギーを必要とする。

代替品の開発が進められているが、実用化には
課題が多い。

代替冷却技術の可能性 (01:06:50)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=4010

冷却剤の再利用や新しい冷却技術の導入が検討
されている。

ドライアイスに代わる冷却方法として、電気冷
却技術がある。

しかし、ドライアイスの即効性にはまだ及ばな
い。

遺体の衛生管理と安全性 (01:08:04)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=4084

遺体の腐敗を防ぐための冷却が重要。

遺体からの感染リスクを考慮し、適切な衛生管
理が必要。

法医学の専門家による指導が業界の意識を変え
つつある。

葬儀業界の構造的課題 (01:10:15)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=4215

後継者不足と業界再編 (01:11:40)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=4300

経営者の高齢化が進み、後継者不足が深刻化。

若い世代が葬儀業界を敬遠する傾向がある。

業界再編が進む中で、M&Aが活発化している。

労働環境と人手不足 (01:12:24)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=4344

過酷な労働環境が離職率の高さにつながってい
る。

人手不足が深刻化し、業務の効率化が求められ
ている。

新しい人材の確保と育成が業界の課題。

法律と新しい埋葬ニーズのズレ (01:19:01)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=4741

古い法律が新しい埋葬ニーズに対応できていな
い。

環境に配慮した葬儀の実現には法改正が必要。

新しい埋葬方法の導入が求められている。

M&Aと業界の未来 (01:20:12)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=4812

M&Aの現状と課題 (01:20:12)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=4812

M&Aが進む中で、第三者承継の重要性が増して
いる。

法律や財務の複雑さがM&Aの障壁となってい
る。

デューディリジェンスの徹底が求められる。

業界の再編と競争 (01:21:00)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=4860

大手企業による中堅企業の買収が進んでいる。

業界の競争が激化し、価格競争が深刻化。

業界全体の健全化が求められている。

経営者の役割と責任 (01:21:34)https://www.youtube.com/watch?v=Y2XDZ4IJRgI&start=4894

経営者の高齢化が進む中で、若い世代へのバト
ンタッチが重要。

経営者の意識改革が業界の未来を左右する。

新しいビジネスモデルの構築が求められてい
る。


